
●
シ
ガ
ア
ー
ト
ス
ポ
ッ
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｖ
ｏ
ｌ
．１
　

《
散
光
／
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
》
展

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
整
備
の
た
め
長
期
休
館
に
入
っ

て
い
る
滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
は
、
こ
の
休
館
の

期
間
を
利
用
し
、
県
内
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
で
美
術

館
の
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
「
シ
ガ
ア
ー
ト

ス
ポ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
そ
の
一
環
で
、
若

手
作
家
を
中
心
に
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の

方
々
と
の
交
流
、
協
働
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
す
。
一
回
目
の
今
回
は
長
浜
の
黒
壁
ス
ク
エ
ア

を
舞
台
に
、
街
道
か
ら
連
想
さ
れ
る
「
サ
ー
キ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
、
滋
賀
に
ゆ
か
り
あ

る
河
野
愛
、
薬
師
川
千
晴
、
度
會
保
浩
の
３
名
の

新
作
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。
歴
史
と
ガ
ラ
ス
と

現
代
ア
ー
ト
、
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時：

２
０
１
８
年
９
月
22
日
（
土
）

～
10
月
21
日
（
日
）

10：

00
～
17：

30
（
会
期
中
無
休
）

会
場：

メ
ー
ン
会
場
　

長
浜
市
大
宮
町
７
ー
１

森
野
第
一
ビ
ル
１
Ｆ

北
国
街
道
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場

長
浜
市
元
浜
町
22
ー
37

問
合
せ
先：

滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
　

０
７
７
ー
５
２
２
ー
２
１
１
１

●
美
の
糸
口

ー
ア
ー
ト
に
ど
ぼ
ん
！
２
０
１
８

親
子
で
「
美
の
滋
賀
」
の
魅
力
を
五
感
で
体
感

で
き
る
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
美
の
糸
口
ー

ア
ー
ト
に
ど
ぼ
ん
！
」
を
今
年
は
歴
史
と
文
化
が

豊
か
な
草
津
を
舞
台
に
、
「
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
く

さ
つ
」
と
連
携
し
て
開
催
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時：

平
成
30
年
10
月
20
日
（
土
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

会
場：

草
津
宿
本
陣
周
辺
（
草
津
市
）

※
会
場
へ
は
公
共
交
通
機
関
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

入
場
料：
無
料
（
た

だ
し
、
一
部
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
は
参
加
費

が
必
要
で
す
）

問
合
せ
先：

（
公
財
）
び
わ
湖
芸
術
文
化
財
団

地
域
創
造
部

０
７
７
ー
５
２
３
ー
７
１
４
６

●
「
第
16
回
　
関
西
文
化
の
日
」
開
催

今
年
で
16
回
目
と
な
る
関
西
文
化
の

日
は
、
関
西
一
円
の
美
術
館
・
博
物

館
・
資
料
館
等
の
文
化
施
設
の
ご
協
力

に
よ
り
、
11
月
に
入
館
料
（
原
則
と
し

て
常
設
展
　
※
通
常
無
料
施
設
あ
り
）

を
無
料
と
す
る
取
組
み
で
す
。
関
西
が

誇
る
長
い
歴
史
に
培
わ
れ
た
豊
か
な
文

化
に
気
軽
に
接
す
る
こ
と
の
で
き
る
機

会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、

「
文
化
の
秋
」
「
芸
術
の
秋
」
を
楽
し

ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

日
時：

平
成
30
年
11
月
17
日
（
土
）・
18
日
（
日
）
他
　

主
催：

関
西
広
域
連
合
、
関
西
観
光
本
部
、

関
西
元
気
文
化
圏
推
進
協
議
会
　

協
力：

文
化
庁
地
域
文
化
創
生
本
部

問
合
せ
先：

関
西
文
化
の
日
事
務
局
　

０
６
ー
４
９
６
４
ー
８
８
４
４

（
平
日
10：

00
～
17：

00
）

※
参
加
施
設
や
実
施
日
な
ど
、
詳

し
い
情
報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.kansaibunka.com

/
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滋賀県の文化

滋
賀
県
文
化
情
報

『
え
ん
む
す
び
』
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●
木
之
本
物
展
（
き
の
も
と
ほ
ん
も
の
展
）

M
ediA

rt

代
表

植
田
　
淳
平

長
浜
市
木
之
本
に
い
る
人
、
あ
る
い
は
訪
れ
た

こ
と
の
あ
る
人
は
、
「
木
之
本
に
は
い
っ
た
い
何

が
あ
る
だ
ろ
う
？
」
と
思
う
人
が
い
ら
っ
し
ゃ
る

で
し
ょ
う
。
木
之
本
は
旅
人
に
は
と
く
に
そ
の
良

さ
が
分
か
り
に
く
い
場
所
だ
と
言
う
人
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
そ
こ
で
２
月
10
日
～
12
日
に
企
画

し
た
、
木
之
本
北
国
街
道
の
魅
力
を
再
発
見
す
る

木
之
本
物
展
（
き
の
も
と
ほ
ん
も
の
展
）
を
ご
紹

介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

普
段
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
手
仕
事
の
現
場

な
ど
の
裏
側
を
写
真
で
切
り
取
り
、
そ
の
店
舗
に

展
示
す
る
。
そ
し
て
、
ま
ち
巡
り
ガ
イ
ド
ア
プ
リ

に
よ
っ
て
、
ま
ち
な
か
の
ス
ポ
ッ
ト
ご
と
に
「
な

ぜ
？
」
か
ら
は
じ
ま
る
問
い
か
け
を
し
、
写
真
を

見
な
が
ら
店
舗
の
こ

と
や
木
之
本
の
歴
史

を
伝
え
て
い
く
こ
と

を
狙
い
と
し
ま
し

た
。
木
之
本
の
ま
ち

を
個
々
の
自
由
に
楽

し
む
こ
と
を
目
的
と

し
た
ア
プ
リ
の
開
発

が
で
き
た
こ
と
で
、

情
報
の
発
信
力
向
上

に
寄
与
で
き
、
ま
ち

の
魅
力
を
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
長
浜
ロ
ー

カ
ル
フ
ォ
ト
や
地
元
の
カ
メ
ラ
愛
好
家
と
タ
ッ
グ

を
組
ん
で
事
業
を
で
き
た
こ
と
で
、
地
元
の
カ
メ

ラ
愛
好
家
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
や
、
地
元
の

写
真
愛
好
家
が
ま
ち
を
舞
台
に
写
真
を
楽
し
む

姿
、
写
真
展
の
情
報
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
拡
散
さ
れ
る

こ
と
で
、
来
訪
者
の
獲
得
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

さ
ら
に
商
店
街
を
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
し
た
こ
と

で
、
木
之
本
に
は
「
つ
る
や
ぱ
ん
」
や
「
冨
田
酒

造
」
し
か
有
名
な
も
の
が
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

思
っ
て
い
た
人
た
ち
に
、
新
た
な
ま
ち
の
魅
力
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
商
店
街
を

ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
見
立
て
て
、
ま
ち
を
回
遊
す
る
仕

組
み
は
、
普
段
静
か
な
通
り
に
人
が
行
き
来
し
、

店
主
と
会
話
が
生
ま
れ
て
、
お
買
い
物
を
す
る
と

い
っ
た
流
れ
を
生
じ
ま
す
。
こ
こ
で
の
主
役
は
地

元
の
人
々
（
ロ
ー
カ
ル
ヒ
ー
ロ
ー
）
で
あ
り
、
地

元
の
写
真
で
し
た
。

滋賀県の文化

M
ade in S

higa
- 

身
近
に
感
じ
る
「
美
」
の
世
界

近
年
に
実
施
さ
れ
た
『
暮
ら
し
ア
ー
ト
事
業
』
の
中
か
ら

地
域
を
元
気
に
す
る
主
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。
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●
切
り
開
い
た
表
現
の
可
能
性

滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
学
芸
員

渡
辺
　
亜
由
美

鳥
や
魚
、
海
月
に
水
草
、
星
と
ヒ
ト
デ
…
…
。
こ

の
作
品
は
、フ
ラ
ン
ス
の
作
家
、ア
ン
リ
・
マ
テ
ィ

ス
（
１
８
６
９
～
１
９
５
４
）
が
制
作
し
た
《
オ
セ

ア
ニ
ア
　
空
》
と
《
オ
セ
ア
ニ
ア
　
海
》
で
す
。
本

作
は
麻
と
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
に
よ
る
壁
掛
け

で
、
原
型
は
「
切
り
紙
絵
」
で
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

切
り
紙
絵
は
、
ハ
サ
ミ
で
型
取
っ
た
色
紙
を
組

み
合
わ
せ
、画
面
を
構
成
す
る
手
法
で
す
。マ
テ
ィ

ス
は
70
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
本
格
的
に
こ
の
手
法
に

取
り
組
み
、
シ
ン
プ
ル
な
色
と
形
の
バ
ラ
ン
ス
を

通
じ
て
豊
か
な
空
間
を
表
現
し
ま
し
た
。

《
オ
セ
ア
ニ
ア
　
空
》
は
、
フ
ォ
ル
ム
の
曲
線
が

響
き
合
い
、
生
き
物
達
が
空
間
を
た
ゆ
た
う
よ
う

な
緩
や
か
な
画
面
で
す
。《
オ
セ
ア
ニ
ア
　
海
》
で

は
、モ
チ
ー
フ
が
縁
に
沿
っ
て
併
置
さ
れ
、水
平
方

向
の
短
い
線
の
効
果
と
と
も
に
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
印

象
を
与
え
ま
す
。
ハ
サ
ミ
で
デ
ッ
サ
ン
し
た
白
く

美
し
い
線
が
ベ
ー
ジ
ュ
の
背
景
に
引
き
立
ち
ま

す
。
熟
達
し
た
造
形
セ
ン
ス
が
遺
憾
な
く
発
揮
さ

れ
、
新
し
い
技
法
を
楽
し
む
子
ど
も
の
よ
う
な
無

邪
気
さ
を
も
感
じ
さ
せ
る
逸
品
で
す
。

滋賀県の文化

アートのみかた
−滋賀県立近代美術館所蔵作品をもとに−

アンリ・マティス　《オセアニア　空》（上）と《オセアニア　海》（下）　　滋賀県立近代美術館所蔵
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●
プ
ラ
ハ
国
立
劇
場
オ
ペ
ラ

《
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
》

び
わ
湖
ホ
ー
ル
事
業
部
　
チ
ー
フ
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

舘
脇
　
昭

来
年
１
月
に
び
わ
湖
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
で
上
演
さ

れ
る
こ
の
オ
ペ
ラ
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ボ
ー
マ
ル
シ
ェ
が

貴
族
を
痛
烈
に
風
刺
し
た
戯
曲
「
狂
お
し
き
一
日

（
ラ
・
フ
ォ
ル
・
ジ
ュ
ル
ネ)

あ
る
い
は
フ
ィ
ガ
ロ
の

結
婚
」
に
当
時
30
歳
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
作
曲
し
、
ウ

ィ
ー
ン
で
１
７
８
６
年
５
月
に
初
演
さ
れ
ま
し
た
。
オ

ペ
ラ
で
は
原
作
の
貴
族
批
判
は
薄
ま
っ
て
は
い
た
も
の

の
、
内
容
を
良
く
な
い
と
す
る
動
き
も
あ
り
、
上
演
は

早
々
に
打
ち
切
ら
れ
ま
し
た
。
自
信
を
持
っ
て
臨
ん
だ

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
失
意
の
ど
ん
底
へ
突
き
落
さ
れ
ま
す

が
、
同
年
12
月
に
プ
ラ
ハ
の
劇
場
で
行
わ
れ
た
公
演
は

空
前
の
大
ヒ
ッ
ト
と
な
り
ま
し
た
。
プ
ラ
ハ
に
招
か
れ

た
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
、
街
中
が
《
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
》

の
話
で
あ
ふ
れ
、
人
々
の
口
ず
さ
む
歌
も
口
笛
も
す
べ

て
フ
ィ
ガ
ロ
一
色
と
い
う
熱
狂
ぶ
り
に
驚
き
、
感
激
の

書
簡
を
残
し
て
い
ま
す
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
自
身
も
こ
の

オ
ペ
ラ
を
指
揮
し
、
プ
ラ
ハ
の
聴
衆
の
興
奮
は
頂
点
に

達
し
ま
し
た
。

こ
の
成
功
を
受
け
て
劇
場
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
に
新

た
な
オ
ペ
ラ
の
作
曲
を
依
頼
、
あ
の
名
作
《
ド
ン
・
ジ

ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
》
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
プ
ラ
ハ
国
立
劇
場

「
ス
タ
ヴ
ォ
フ
ス
ケ
ー
劇
場
」
は
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の

指
揮
で
こ
の
オ
ペ
ラ
を
初
演
し
た
劇
場
と
し
て
も
有
名

で
す
。
今
回
上
演
さ
れ
る
《
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
》
は
、

こ
の
歴
史
あ
る
劇
場
が
今
年
２
月
に
新
制
作
し
た
ば
か

り
の
作
品
で
、
シ
ン
プ
ル
な
中
に
も
伝
統
と
新
し
さ
を

両
立
さ
せ
た
魅
力
あ
ふ
れ
る
公
演
で
す
。
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
と
所
縁
が
深
く
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
に
愛
さ
れ
、
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
を
愛
し
て
き
た
劇
場
の
引
っ
越
し
公
演
、
ど

う
ぞ
お
楽
し
み
に
！

滋賀県の文化

オ
ペ
ラ
日
和

●
オ
ペ
ラ
の
楽
し
み
方
（
番
外
編
）

「
四
大
テ
ノ
ー
ル
」

オ
ペ
ラ
の
楽
し
み
方
の
中
で
テ
ノ
ー
ル
歌
手
の
声

の
魅
力
は
絶
大
で
す
。
そ
の
中
で
近
年
、
注
目
を
集

め
て
い
る
の
が
、
圧
倒
的
な
歌
唱
力
を
誇
る
「
び
わ

湖
ホ
ー
ル
四
大
テ
ノ
ー
ル
」
。
２
０
１
０
年
に
結
成

さ
れ
た
実
力
と
ス
タ
ー
性
を
併
せ
持
っ
た
グ
ル
ー
プ

で
す
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
枠
を
超
え
た
新
し
い
上
質
の

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
が
大
人
気
で
、
全
国
各
地

の
公
演
の
ほ
か
、
テ
レ
ビ
等
で
も
活
躍
中
で
す
。
文

句
な
し
に
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
テ
ノ
ー
ル
の
声
で

オ
ペ
ラ
の
魅
力
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

来
年
１
月
６
日
（
日
）
び
わ
湖
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

料
金
３
０
０
０
円

プラハ国立劇場オペラ
≪フィガロの結婚≫

日　時 2019年１月13日(日)15:00 開演
会　場 びわ湖ホール大ホール
指　揮 エンリコ・ドヴィコ
演　出 マグダレーナ・シュヴェツォヴァー
管弦楽・合唱

プラハ国立劇場管弦楽団、合唱団
チケット 19,000円(Ｓ席)、16,000円(Ａ席)

好評発売中

お問い合わせは
びわ湖ホールチケットセンター
077-523-7136

（10時〜19時、火曜日休館）

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
で
も
、
最
も
美
し
く
歴
史
的
な
劇
場
建
築
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
と
縁
が
深
い
こ
と
か
ら
「
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
劇
場
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
映
画
「
ア
マ
デ
ウ
ス
」
の
オ
ペ
ラ
シ
ー
ン
は
こ
の
劇
場
で
撮
影
さ
れ
ま
し
た


